
全国大学音楽教育学会中部地区学会2023年度前期研究大会報告 

 
日 時：2023年7月29日（土）13時00分 - 17時00分 
場 所：岐阜聖徳学園大学（岐阜キャンパス）多目的ホール 
方 法：対面開催（Zoomによるライブ配信あり） 
参加者：岩佐・岡田（暁）・岡田（泰）・木許・杉山・高御堂・武田・友永・長井・長川・西岡・原田・藤本・扶瀬・麓 

堀田・松川・森（敬称略・50音順） 
内 容： 
Ⅰ シンポジウム「三つの法令と教員養成課程、保育士養成課程における科目の現状 

- 保育現場・教育現場の現状を知り、科目における教授内容を考える -」 
シンポジスト：大岡 徹洋 氏・小谷 洋平 氏 山下 瞳子 氏 

コーディネーター：木許  隆  
 シンポジウムは、現行の法令に基づき展開されている幼児教育について、現役保育者 3 名から話題提供していただき、

その内容について討議した。討議の内容は、保育の現状を知ることに留まったため、今後、養成校における教授内容につ

いて検討する必要があることを確認した。 
 
Ⅱ 研究発表（演奏） 
【発表1】歌唱におけるイタリア語 台本から見るイタリア語の特徴と表現へのアプローチ 

発表者：〇長川  慶・原田 慎也 
発表は、イタリアオペラを題材に、台本からイタリア語の特徴を考察し、さらにそれを表現につなげることを目的とし

ていた。そして、イタリア語の詩行、台本を朗誦する効果、表現の手がかりを研究し、G.ヴェルディ「永遠に君を失えば」

（歌劇「仮面舞踏会」）、G.プッチーニ「星は光りぬ」（歌劇「トスカ」）を演奏した。 
〈質疑応答〉 
要旨に「イタリア語の詩行の特徴として挙げられるのは、実際の音節の数ではなく、どこにアクセントントが来るかで

音節数が決まる」とあるが、どのようにして最後の音節をカウントしないということが起こり得るのか。イタリア人はど

のように音節を認識しているのか。（会員T.Y） 
イタリア語の詩行の音節は、「最後のアクセント+ 1音節」で数える。また、イタリア語の詩では、Tronco、Sdrucciolo 

の形で終わっても、最後のアクセントを基準に音節数を数える。音節数を数える時に大切なことは、実際の音節数がいく

つかということではなく、最後のアクセントがどこに付くのかということである。（発表者） 
 
【発表2】小学校学習指導要領における鑑賞教材 - 教材の配当学年による学習内容の違い - 

発表者：西岡 雄太 
発表は、小学校学習指導要領（音楽編）の「Ａ表現」（「歌唱」、「器楽」、「音楽づくり」）、「Ｂ鑑賞」の二つの領域より、

「Ｂ鑑賞」に焦点をあて、教材の配当学年による学習内容の違いを研究するものであった。そして、L.v.ベートーヴェン

「トルコ行進曲（劇音楽「アテネの廃墟」）を演奏した。 
〈質疑応答〉 
 2拍子の拍子感を出すために、どのようなことを意識しているか。（会員A.I） 
 指揮のイメージをもち、1拍目は下がる、2拍目は上がると意識している。今日の演奏は、1拍目にアクセント、2拍目
を弾むことに注意した。（発表者） 
 管絃楽曲のピアノ編曲を演奏するにあたり、どんな工夫をしたか。（会員A.I） 
 音源を聴き、弦楽器で演奏する部分はボーイングを考え、管楽器の部分は息づかいや音の発音の特徴などを考えて音色

を表現した。（発表者） 
マーチの小太鼓に代わりトライアングルが用いられている。珍しい楽器が使われていることに対する見解を聞かせてほ

しい。（会員T.K） 



原曲は、トライアングルが印象的であったが、ピアノ編曲版は、トライアングルが表現されていないと感じた。これは、

ピアノの特性上、トライアングルの音色を効果的に取り入れることが難しいからではないかと考える。（発表者） 
 
Ⅲ 研究発表（口頭） 
【発表1】子どもに居場所感をもたらす地域における音楽活動の構想 

発表者：〇友永 良子・岡田 暁子・麓  洋介・藤原 一子 
発表は、こども家庭庁の政策「こどもの居場所づくり」をもとに、居場所感をもたらす音楽活動を構想し、試験的に実

践した結果を報告した。そして、発表者が目指す音楽活動像と照らし合わせて検証した。 
〈質疑応答〉 
地域の音楽活動は、授業とは違う楽しさや自由さがあると考える。この取組みにおける子どもの成長についてどう考え

るか。（会員Y.S） 
初等教育について全てを理解できていないが、教育現場でない別環境で、誰でも参加でき、各自の手段に応じられるよ

うな活動をするというねらいを定めて研究した。（発表者） 
子どもの居場所を考える上で、子ども同士の関係が重要ではないかと考える。どのような様子であったか。（会員Y.O） 
初対面の3名が2時間の活動で、その関係性を深めることは難しいと感じた。今後、回数を重ね、子どもの変化を見た

い。（発表者） 
 
【発表2】子どもの音楽あそびを考える（1）- 共同研究から見える「0・1歳児が楽しむことのできるあそび 」- 

発表者：○岩佐 明子・武田 恵美・長井 典子・扶瀬絵梨奈・岡田 泰子・木許  隆 

発表は、共同研究「子どもの音楽あそび」で行っている、子どもの発達段階を知り、その発達段階に合わせたあそびを

提案、考察した内容を、0・1歳児に焦点をあて報告した。 

〈質疑応答〉 
これらのあそびは、2・3歳でも取り上げることができるが、なぜ0・1歳のあそびとして取り上げたのか。（会員A.M） 
0・1歳は、大人との関わり（応答）が大切だと考え、これらのあそびを提示した。（発表者） 
発達段階を踏まえ、できるあそびを提示した。その後、他の年齢へ発展していくことを前提としている。（共同発表者） 

 
【発表３】子どもの音楽あそびを考える（2）- 共同研究から見える「2・3歳児が楽しむことのできるあそび」 - 

発表者：○長井 典子・岩佐 明子・武田 恵美・扶瀬絵梨奈・岡田 泰子・木許  隆 
発表は、共同研究「子どもの音楽あそび」で行っている、子どもの発達段階を知り、その発達段階に合わせたあそびを

提案、考察した内容を、2・3歳児に焦点をあて報告した。 
〈質疑応答〉 
音楽的な視点からではなく、子どもの発達の視点からあそびを捉えているか。（会員Y.F） 
子どもの発達段階を理解してあそびを考えることが必要である。音楽的な視点以外に、様々な視点をもつことが重要で

ある。（発表者） 
 
【発表４】子どもの音楽あそびを考える（3）- 共同研究から見える「4・5歳児が楽しむことのできるあそび」 - 

発表者：○武田 恵美・長井 典子・岩佐 明子・扶瀬絵梨奈・岡田 泰子・木許  隆 
発表は、共同研究「子どもの音楽あそび」で行っている、子どもの発達段階を知り、その発達段階に合わせたあそびを

提案、考察した内容を、4・5歳児に焦点をあて報告した。 
〈質疑応答〉 
ルールや役割などを持ったあそびは、どういうものが考えられるか。（会員A.M） 
「やきいもグーチーパー」を使って、ジャンケンやゲームに発展させることができる。（発表者） 
 

文責：武田恵美 


